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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

【背景】過去の伸展刺激が培養皮膚細胞に与える影響に関する報告は、いずれも表皮角化細胞、もしくは皮

膚線維芽細胞単独での実験であった。今回我々は、これら 2 つの細胞を共培養して作成した Human skin

equivalents (HSEs)に伸展刺激を加える事ができるシステムを開発し、伸展刺激が表皮の重層化、角化に及

ぼす影響や、基底膜へ及ぼす影響の解析を行った。 

【方法】シリコンチャンバー内に有孔性のシリコンシートで“雨樋”様の構造を作成し、その中で HSEs を作成す

る。これに伸展刺激を 5 日間加えた後、組織学的、免疫組織学的に解析した。 

【結果】伸展刺激を加えた HSEs では、加えなかったものに比べ、表皮角化層の厚みや、Laminin 5, Collagen

IV/VII の発現量が有意に増加していた。また、透過型電子顕微鏡の所見では、より発達した基底膜構造が観

察された。 

【結論】この実験系は伸展刺激が皮膚性状や創傷治癒に与える影響の解析に有用であると考えられ、将来的

には肥厚性瘢痕 in vitro model への応用も期待される。 
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